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Ａ．研究目的 

臓器横断的がん研究学術団体である日本癌治療

学会（JSCO）および日本臨床腫瘍学会（JSM

O）は、毎年開催されるそれぞれの学術集会にお

いて患者参画プログラムを開催している。JSCO

のPALプログラムは、参加者が日本のがん医療や

がん患者さん・ご家族支援の質を向上させるため

のリーダーとして活躍していただくことを目的に

している。JSMOのPAPは、参加者である患者・

家族・市民と学会会員が、正しい情報を共有し、

課題を抽出、議論することで、より良いがん医療

の実現につながっていくことを目的としている。

したがって、それぞれの患者参画プログラムの内

容は異なる。 

本研究の目的は、2024年度されたJSCOのPAL

プログラム（JSCO-PAL）およびJSMOのPAP

（JSMO-PAP）に、本プログラムにより体系化さ

れたカリキュラム・コードを付与することによ

り、複数学会において開催される患者参画プログ

ラムの中の患者・市民参画推進のための教育効果

を明確化し、それぞれのプログラム間の連携を深

化させ、学術的かつ実施可能性の高い患者支援人

材の育成に寄与することである。 

 

Ｂ．研究方法 

2024年10月24日から26日の3日間、福岡で開催

された第62回日本癌治療学会学術集会において、

JSCO2024-PALを開催した（https://congress.jsc

o.or.jp/jsco2024/index/page/id/155）。今回のJSC

O2024-PALでは、講義形式のPALセミナーが4

つ、ワークショップが2つ、加えて参加者のポス

ター発表が行われた。患者・市民参画推進の教育

効果が高いプログラムであるワークショップは、

1つが架空の臨床試験計画書と説明文書を用いて

倫理審査委員になりきるという模擬倫理審査委員

会、もう一つはアンケート調査を研究として計画

するという内容であった。  

2025年3月6日～8日の3日間、神戸で開催された

第22回日本臨床腫瘍学学術集会において、JSMO

2025-PAPを開催した（https://site2.convention.c

o.jp/jsmo2025/pap/）。今回のJSMO2025-PAPで

は、講義形式の基礎講座4つ、応用講座3つ、特別

企画7つ、緊急企画1つ、ワークショップ1つであ

った。ワークショップは架空の第Ⅲ相治験プロト

コールを題材に参加者が自分ならこの治験に参加

するかどうかや説明文書に何を求めるかを討論す

る内容であった。 

本研究班で設定されたカリキュラム・コードを

付与し、日本癌学会SSPプログラムと合わせ３学

会がそれぞれ行なっている患者参画プログラムの

内容を明確化し、複数の学会をまたいで参加する

参加者が体系的に学べることができるようにし

た。具体的に付与したコードは資料６に示す。 

【研究要旨】：第 62 回日本癌治療学会学術集会のがん患者・支援者プログラム（PAL; Patient Advocate 

Leadership プログラム）および第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会のペイシェント・アドボケイト・プ

ログラム（PAP; Patient Advocate Program）に、がん研究における患者・市民参画を推進するために

研究班で開発したカリキュラム第 2 版のカリキュラムコードを付与する。 

 

がん研究における患者・市民参画を推進するために研究班で開発した教育カリキュラム第 2 版のカリキ

ュラムコードを、日本癌治療学会学術集会で開催されたに付与して対面研修会を実施した。 

https://congress.jsco.or.jp/jsco2024/index/page/id/155
https://congress.jsco.or.jp/jsco2024/index/page/id/155
https://site2.convention.co.jp/jsmo2025/pap/
https://site2.convention.co.jp/jsmo2025/pap/
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資料６：JSCO-PAPとJSMO-PALの比較 

 

（倫理面への配慮） 

倫理的配慮が必要な内容は含んでいない。また、個

人情報の取り扱いはない。 

 

Ｃ．研究結果 

JSCO2024-PALには68名が現地参加し、JSMO

2025-PAPには56名が現地参加、23名がWeb参加

した。これら参加者に対しては、それぞれの学会

でプログラムに関するアンケート調査を実施し

た。どちらのプログラムにおいても参加者の満足

度は高く、特に参加型ワークショップに関しては

学びになるとの意見がある一方、一部に難しいと

の意見もあり、参加者の背景により参加者が感じ

るプログラムの難易度に差があった。 

 

Ｄ．考察 

日本癌治療学会における PAL プログラムは、

日本における学術集会患者参画プログラムの先駆

けであり、すでに 10 年以上継続して開催されて

いる。特に、ワークショップ形式で行われる模擬

倫理審査委員会やアンケート調査の研究計画立案

体験などは、がん研究における患者・市民参画推

進に直接繋がるコンテンツであり、参加者の学習

意欲も高く、プログラム参加後の満足度も高い。

継続的に開催することで、模擬倫理審査委員会を

体験した参加者が実際に臨床研究審査委員会の委

員になったケースも散見されるようになった。も

う一つの側面として、医療者・研究者側への効果

も見逃せない。模擬倫理審査委員会に参加した学

会員、模擬倫理委員会を見学した学会員からは、

患者・家族が研究計画書や説明文書を読むときの

視点が理解できて、実際の研究立案や説明文書作

成に役立ったとの意見がある。学術集会の患者参

画プログラムに、学会員（一般学会参加者）を誘

導することの意義は患者・市民参画推進において

重要なポイントである。 

日本臨床腫瘍学会における PAP は、企画運営

が外部委託先である全国がん患者団体連合会（全

がん連）であり、より患者・家族目線でのプログ

ラム構成になっている。JSMO2025-PAP におい

ては、高額療養費制度に関する緊急企画が急遽開

催され、学会員含む 200 名以上の参加者を集め

た。ここでは、高額療養費制度の議論にとどまら

ず、医療者である学会員と PAP 参加者（患者や

家族）との間で、日本の医療費や医療政策全体に

関する前向きな討論が行われた。患者・市民参画

の推進は医学研究にとどまらず医療政策などにも

生かされるべきであり、今回の機会は幅広い患

者・市民参画の推進に寄与する好事例と考える。 

JSCO-PAL、JSMO-PAP ともにプログラムと

してはある程度成熟し、参加者への一定の教育効

果が期待できるが、開催者である学会側に共通の

課題があると考える。具体的は、以下の 2 点であ

る。①一般学会員の患者・市民参画に関する意

識・認識に大きな個人差がある。②患者参画プロ

グラムの目的の共通理解が乏しい。医療者におけ

る患者・市民参画に関する意識、知識、実践の差

が、臨床研究活動における患者・市民参画活動

に、｢形だけでも決まりに合わせることや単なる

数合わせのみの見せかけの患者参画｣という患

者・市民参画上の新たな問題を引き起こしてい

る。患者・家族・市民と医療者が同じテーマで議

論をする場を持つこと自体が、この｢見せかけの

患者・市民参画｣を予防する有効な手段である。

医療者・研究者向けに患者・市民参画の意義や学

術集会における患者参画プログラムの開催意義・

目的を周知する活動が必要かつ重要と考える。 

患者参画プログラムを参加者目線でみれば、患

者・市民参画推進に向けて以下の 3 つの事項が必

要になると考える。①学術集会において PAL や

PAP の参加者が聴講できる学術集会本体プログラ

ムに本研究班のカリキュラム・コードを付与す

る、②緊急企画や JSMO-PAP で行われた

Highlight of the day などの当日内容が決定する

プログラムに直前あるいは事後に本研究班のカリ

キュラム・コードを付与する、③参加者が獲得し

たカリキュラムコードの管理と獲得したカリキュ

ラムコードで患者・市民参画活動への参加を推薦

するシステムを構築する、ことである。これらの

実現に向けて継続的な活動が必要と考える。 

 

Ｅ．結論 

JSCO-PAL、JSMO-PAPの企画運営者の賛同の

もとに、本研究班のカリキュラム・コードを付与

して教育カリキュラムを実施できた。継続的かつ
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体系的な学びとなるよう、今後も両プログラムに

カリキュラム・コードを付与していくこととなっ

た。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
1. 特許取得    なし 
2. 実用新案登録  なし 
3.その他      なし 

 


